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Details
 
オリジナルのクラフト板紙中綴じノートは、クラフト板紙の表紙と中綴じ製本を組み合わせた、ブランド文具向け製品です。見積もりを依頼する前に、仕上がりサイズ、本文用紙、ページ数、
アートワークを指定してください。最小発注数量、生産時期、価格、性能は、製品固有の確認およびサンプル承認が必要です。

製品： カスタムクラフト板紙中綴じノート
カテゴリー： カスタムノート / カスタム板紙ノート

イベント運営チーム、職場の購買担当者、独立系ブランド向け

会議メモ、研修、社員向けウェルカムパック、ブランド付きワークショップ文具には、この形式を検討できます。販促品販売業者は、顧客向けの調達でも同じ仕様書を使用できます。承認サ
ンプルが見せ方と筆記要件に合致することを条件に、独立系ブランドは小売用または同梱物用として評価できます。

ノートはアートワークのプレビューでは適切に見えても、実際に筆記すると期待を裏切ることがあります。不適切な表紙、気になる裏抜けの見え、または不明確なページ数は、他の点でよく
設計された企画を損なう可能性があります。日付が決まったイベントでは、納品後にこうした違いが判明すると、修正の余地もほとんど残りません。

実務的な解決策は、ノートを単なる印刷可能な表紙ではなく、完成した筆記製品として承認することです。受取人が何に使うかを定め、用紙と構造の要件を確立し、生産仕様を確定する前に



実物サンプルを確認してください。以下のガイドでは、確認済みの製品アイデンティティと、見積もりまたは試験が必要な選択事項を分けています。

ノートのデザイン例（イメージ）。掲載されているブランディング、寸法、付属品は、確定した注文仕様ではありません。
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このノートとは具体的に何ですか？↑
確認済みの製品は、クラフト板紙表紙の中綴じノートです。 「厚紙」は表紙のカテゴリーを示すだけで、本文用紙、板紙の厚み、再生材含有率を確定するものではありません。本製品をリン
グノート、くるみ貼りグレーボード上製本、糸かがり手帳として説明すべきではありません。

こうした違いは購入判断に影響します。リングノートからコピーした仕様には、この構造に属さない機能が含まれる可能性があります。同様に、別のクラフト表紙ノートに対する高評価が、
本製品の筆記品質、耐久性、特定のペンへの適性を裏付けるものではありません。

ここで確認されているのは製品アイデンティティとカテゴリーのみです。製品固有の工場測定値、認証、最小数量、生産期間、単位重量は提供されていません。したがって以下の仕様は、在
庫オプションを前提とせず、何を依頼すべきかを示します。



仕様書にはどのサイズ・用紙詳細を入れるべきですか？↑
仕上がり寸法、表紙素材、本文用紙は別々に指定してください。 「小型のクラフトノート」という説明だけでは、見積もりを比較したり、完成品が意図した見せ方に適合するか確認したりす
るには十分に正確ではありません。

寸法の参照例として、A4は210 × 297 mm、A5は148 × 210 mm、A6は105 × 148 mmです。これらは参照サイズであり、本製品で確定したサイ
ズ一覧ではありません。該当する基準は ISO 216[1].

仕様項目 依頼内容に記載する事項 現在の製品状況
仕上がりサイズ mm単位の幅×高さ、縦型または横型 見積もり・サンプル確認が必要
表紙 クラフト板紙、希望する坪量と厚み 素材アイデンティティは確認済み、測定値は未確認
製本 中綴じ構造 確認済みの製品アイデンティティ
本文用紙 用紙種類、色調、g/m²での坪量 見積もり・試験が必要
ページ数 表紙を含むか明記した筆記ページ数 要確認
ページレイアウト 無地、罫線、ドット、またはカスタムレイアウトの希望 提供可否は確認対象
商取引条件 数量、納入先、期限、梱包要件 製品固有の見積もりが必要

この表は、保証された構成のカタログではなく仕様書として使用してください。見積書と承認書類では、寸法をmm、用紙坪量をg/m²で統一してください。厚みは坪量と同一視せず、
別途記録してください。

坪量は単位面積当たりの質量を示すもので、筆記性能を保証するものではありません。次のような文書化された測定方法を依頼してください。 ISO 536[2]、また厚み測定が受入条件に
含まれる場合はISO 534を指定してください。いずれの規格も、このノートがすでに試験済みであることを意味しません。

ページ数にも共通の定義が必要です。ページとは紙葉の片面1面です。「枚数」に関するサプライヤーの用語は混乱を招くことがあります。必要な筆記ページ数と、表紙または導入ページを
含めるかを明記してください。実物サンプルをその定義に照らして確認します。

表紙と開いた白紙ページのイメージ。この画像から製品寸法は確定できません。

https://www.iso.org/standard/36631.html
https://www.iso.org/standard/77583.html


どの表面・裏表紙の詳細に承認が必要ですか？↑
装飾仕上げはすべて、実際の表紙素材で評価する依頼事項として扱ってください。 印刷ブランディング、箔、空押し、表面コーティングは幅広いノート市場で見られますが、本製品における
提供可否と適性は確認されていません。

まず、シンプルなロゴ、大きなイラスト、厳密に管理されたブランドカラーのいずれを重視するかを明確にします。次に、提案されたクラフト板紙でそれを再現できる工程を確認してくださ
い。デジタルプレビューだけでは、仕上がり色、表面感、装飾処理の密着性は判断できません。

このノートでは、確認すべきなのは裏表紙と製本の詳細であり、バッジ型の背面留め具ではありません。背面クリップ、留めストラップ、ペンループ、ポケットが付属することは確認されて
いません。付属品が不可欠な場合は別途記載し、実現可能性、追加費用、構造変更の確認を依頼してください。

折り目の部分と表紙パネルの両方で表面加工を確認してください。割れ、剥がれ、端部の浮きは、仕上げの不具合として起こりえます。これらの箇所についてはサンプルで確認するよう依頼
してください。装飾的な仕上げがあることは、防水性や製品全体のリサイクル性の証明にはなりません。

表紙と綴じ部分の詳細イメージ。この画像から、提供される仕上げや付属品は確定できません。

サンプリング前にアートワークをどう確認すべきですか？↑
アートワーク承認では、実物サンプリングで外観を扱う前に、配置と内容を確認すべきです。 美しい表紙データでも、寸法の誤り、古いイベント日付、断裁線や折り線に近すぎる位置のブラ
ンド表示が含まれている場合があります。

製品テンプレートを入手する： 別のノートのテンプレートを流用せず、確認済みの断裁、折り、塗り足し、安全領域の要件を使用してください。
色要件を明確にする： ブランド参照を提供し、プロセスカラーまたは色合わせ特色のどちらが適切で利用可能かを確認してください。
再現品質を確認する： 小さな文字や細部を含め、ロゴと画像を仕上がりサイズで確認してください。
本文レイアウトを確認する： ページ順、筆記スペース、罫線の見え方、印刷された導入コンテンツを確認してください。
改訂を管理する： 承認済みデータに版識別子を付け、以後の変更を明示的に記録してください。

マーケティング内容はノート本来の用途に見合う量にしてください。ワークショップでは冒頭の案内ページが必要なことがありますが、一般的なウェルカムパック用ノートでは、より連続し
た筆記スペースが有用な場合があります。利用可能なすべてのページを広告枠として扱わず、意図的に決めてください。

デジタル校正は、スペル、位置合わせ、ページ順の確認に有用です。ただし、用紙の手触り、折り品質、インクの挙動の証拠にはなりません。これらが受入に重要な場合は、提案仕様で作成



した実物サンプルにより承認してください。

承認段階で生産上の想定外をどう減らせますか？↑
仕様承認、アートワーク承認、実物サンプル承認を分けてください。 以下の順序は提案する調達フローであり、特定の工場工程やサービス水準がすでに確認済みであることを示すものではあ
りません。

用途を定義する： 受取人、想定する筆記具、意図する見せ方、必要な到着日を明確にしてください。1.
見積もりの前提を固定する： 寸法、用紙、ページ数、製本、アートワーク、数量、梱包を記録してください。2.
デジタル校正を承認する： 合意した仕様書に対して、内容、ページ順、配置を確認してください。3.
実物サンプルを評価する： 筆記性能、表紙仕上げ、開き具合、構造を検査してください。4.
合意した生産仕様を承認する： 承認済みサンプルを特定し、出荷指示前に差異を解消してください。5.
検品・出荷する： 合意した検査基準、梱包仕様、輸送手配を使用してください。6.

見積もりでは、サンプル準備、改訂、生産、検品、輸送を区別するよう依頼してください。各段階を開始する承認または支払いの条件を確認します。営業回答時の見込みは生産確約ではなく、
生産見込みは到着保証ではありません。

本製品について、数値化された納期は確認されていません。イベント期限が固定されている場合は、最初に納入先と必要受領日を伝えてください。提案スケジュールには、別サプライヤーの
掲載期間を流用せず、依存関係と輸送前提を示すべきです。



ノートのデザイン図であり、確認済みの生産施設の写真ではありません。

実物サンプルは何を証明すべきですか？↑
有用なサンプルは、モックアップに似ているだけでなく、意図した用途への適合性を示します。 確認には、想定するペンと取り扱い条件を含めてください。製品固有の試験結果がない限り、
「にじみ防止」「防水」「万年筆対応」といった説明は裏付けられません。

検査項目 依頼する確認内容 受入記録
表紙と折り部 表面状態、折れ筋、ひび割れ、目視できる変形 サンプル写真と合意した不良限度
筆記性能 想定するペンでの裏写り、裏抜け、こすれ 表裏サンプルによるペン・インクの特定
製本 ページ保持、綴じ付け状態、繰り返し開く動作 合意した試験手順と記録された所見
印刷と断裁 ロゴ位置、色、ページ整合、断裁端 承認済み参照物と合意した許容差
においと見せ方 提案梱包を開封した時点の状態 長時間の換気前の所見
仕様適合 寸法、ページ数、用紙、仕上げ 署名済み仕様書との比較

生産前に、測定可能な許容差と検査手順を合意してください。この表は確認項目を提案するもので、完了済み試験の報告でも、共通の合格限度を課すものでもありません。異なる製本または
用紙の結果では、このノートの受入を確立できません。

用紙を評価する際は、裏写りと裏抜けを区別してください。裏写りは反対面から文字が透けて見える現象で、裏抜けはインクが紙を浸透する現象です。どちらも両面使用に影響する可能性が
ありますが、別の観察事項として記録すべきです。

購買でAQLサンプリングを使用する場合は、サンプリング計画と不良定義を文書で合意してください。同様に、発注前に開閉サイクル、取り扱い、梱包輸送の試験を指定してください。他
の印刷会社が公表した許容差を合意要件の代わりに用いたり、サンプル確認が生産ロット検査と同等だと見なしたりしないでください。



梱包のコンセプト図です。合格結果、実測公差、認証はいずれも示していません。

購入者は形式と見積もりをどう比較すべきですか？↑
見積もりは、製品構造と含まれるサービスをそろえてから比較してください。 用紙が異なる、筆記ページが少ない、または輸送費が含まれない安価なノートは、同等条件の代替品ではありま
せん。

形式または購買ルート 評価する理由 判断上の境界
このクラフト板紙中綴じノート ブランド付き筆記企画向けのクラフト表紙コンセプト サンプリングを通じてサイズ、筆記容量、取り扱いを確認する
リングまたはワイヤー製本ノート 異なる開き方・ページめくり形式 このページで確認された製本バリエーションではない
くるみ貼りグレーボード上製本 よりしっかりした表紙の見せ方 別途見積もりが必要な異なる構造
既製ノートへのロゴ追加 確立済み形式への変更が少ない 素材、レイアウト、装飾の選択肢が制限される場合がある
より広範な特注仕様 用紙、レイアウト、見せ方をより細かく管理できる 実現可能性、立上げ費用、最小数量、時期の確認が必要

この比較を使って、構造、書き込みスペース、見栄え、カスタマイズの深さのうち、どの妥協点が最も重要かを見極めてください。これは価格ランキングではなく、すべての方式がこの製品
向けに提供されていることを意味するものでもありません。

ノート生産、アートワークまたは立上げ費用、必要な型代、サンプリング、梱包、国際輸送を含む明細見積もりを依頼してください。サプライヤーには通貨、見積有効期限、関税・通関の責
任範囲を明記させてください。単独の単価ではなく、納入される範囲を比較します。

最小発注数量や数量値引きは、ここでは確認されていません。評価用に、予定数量と代替発注数量を提出してください。サイト全体の最低数量、競合価格、小売マルチパックのレビューを、
この中綴じ製品の商取引条件として扱うべきではありません。

素材に関する主張を支える根拠は何ですか？↑
クラフト調の外観は、再生材含有率や認証を証明しません。 素材に関する主張が購買方針やキャンペーンに重要なら、アートワークにその主張を含める前に、必要書類を仕様書の一部にして
ください。

一部に再生材を使用した製品では、主張対象の構成部品を特定し、その再生材比率を重量ベースで裏付けてください。裏付けがある場合にのみ、ポストコンシューマー材を区別します。これ
らの境界は 再生材含有率に関するガイダンス[3]に従っています。本ノートについて再生材比率は確立されていません。

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.13


FSCの主張には、サプライヤーによる責任ある紙への一般的な言及ではなく、該当する認証とCoCの証拠が必要です。証明書保持者、適用範囲、製品主張を依頼し、関連する FSC
CoC文書[4]を確認してください。このページはFSC認証製品を主張していません。

用紙の保存性は、表紙の外観や筆記性能とは分けて扱ってください。 ISO 9706[5] は永久保存用の非印刷文書用紙を対象とし、板紙を除外しています。保存性が必要な場合は本文用
紙の証拠を依頼し、厚い表紙や再生材に見える表紙から推測しないでください。

リサイクル性の評価では、板紙だけでなく、施された仕上げを含む完成構造を考慮すべきです。製品と梱包の主張にも別々の適用範囲が必要です。公共部門の購買では、調達プログラムの要
件を一般的なノート仕様と扱わず、購入者の実際の素材基準を入手してください。

梱包とリピート注文はどう指定すべきですか？↑
梱包は、想定される配送経路を通じて承認済みの見せ方を保護すべきです。 角つぶれ、曲がり、湿気への曝露に対応する梱包提案を依頼してください。見せ方用の包装と輸送用外箱は目的が
異なり、確認なしにどちらかが十分と判断すべきではありません。

カートン容量とウェルカムパックへの適性は、実際の製品寸法、充填状態、サンプル検証に依存します。カートン当たり数量、梱包重量、バッグへの収まりに関する保証は確認されていませ
ん。ノートと同梱品を指定した後に、これらの値を取得してください。

到着時の破損と製造不良をどのように記録・評価するかを合意してください。承認済みサンプル、見積書、梱包要件にアクセスできる状態を保ち、通知と救済の手順を文書化してください。
このページは自動交換、返金、特定の保証を約束するものではありません。

リピート注文では、アートワーク版、素材仕様、サンプル参照、検査メモを保管してください。再注文前に、用紙の供給可能性と商取引条件を再確認します。素材または仕上げが変わる場合
は、同じロゴだから同一のノートになると想定せず、その影響を確認してください。

表紙、罫線入りの内側、綴じ部分のイメージ。寸法とページレイアウトは確認が必要です。

購入可能な仕様にするための要点↑
製品アイデンティティを正確に保つ。 これはクラフト板紙の中綴じノートであり、リング製本や上製本製品ではありません。
表紙だけでなく筆記体験も承認する。 想定するペン、用紙要件、実物サンプルの所見を記録してください。
見積もり範囲全体を比較する。 生産、立上げ、サンプリング、梱包、納品の責任範囲を分けてください。
外観から環境上の特性を推測しない。 本製品の再生材含有率と認証は未確認です。

https://connect.fsc.org/document-center/documents/9f1b398c-9f00-4c4c-956f-ef21668c9013
https://connect.fsc.org/document-center/documents/9f1b398c-9f00-4c4c-956f-ef21668c9013
https://www.iso.org/standard/88908.html


リサイクルに関する主張は、適切な施設を利用できるかに左右されます。 — FTCガイダンスでは、製品販売地の消費者または地域社会の60%を利用可能性の基準とし、こ
れを下回る場合はリサイクル可能との主張に条件を付すべきとしています（出典[6]).

正確に見積もれる仕様書から始める↑
オリジナル厚紙ノートの有用な出発点は、用途、仕上がり寸法、筆記ページ数、用紙要件、アートワークを明確にした仕様書です。これにより見積もりとサンプル評価の共通基盤ができ、未
試験の性能や未確認の商取引条件を購入判断から除外できます。

数量、サイズ、ページ数の要件、入稿データ、納品先、必要な到着日を添えて、製品別の見積もりをご依頼ください。

[1]ISO 216：断裁済み用紙サイズの参照基準。製品で利用可能なサイズの確認ではありません。 ↩

[2]ISO 536：紙および板紙の坪量測定方法。製品試験証明書ではありません。 ↩

[3]再生材含有率に関するガイダンス：裏付け、構成部品の範囲、条件付き再生材含有率主張に関するFTCガイダンス。 ↩

[4]FSC CoC：サプライチェーンと製品主張の文書を評価するための認証参照。本ノートについて認証は主張されていません。 ↩

[5]ISO 9706：非印刷文書用紙の保存性要件。板紙は対象外です。 ↩

[6]FTCグリーンガイド概要：環境マーケティング主張とリサイクル利用可能性の条件に関するガイダンス。本ノートがリサイクル可能である証拠ではありません。 ↩

Product Option

https://www.ftc.gov/business-guidance/resources/environmental-claims-summary-green-guides

